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 ～巻頭言～ 

「生活の中に溢れる科学の魅力」 
                  天童市理科教育センター所長 

                  天童市立天童中部小学校長  石 澤 明 子  

 

「今年こそは、理科教育センターの事業をコロナ前のように実施したい。」と、年度初めの

運営委員会や主事会の中で話をしました。しかし、今年度も新型コロナウイルスへの対応、

そして、自然災害もあり、思い描いていたような事業や活動ができませんでした。特に、夏

休みに予定していた『サイエンスカーニバル』は、感染防止を徹底しながら「今年こそ」は、

実施できるよう計画、前日準備も万全となっておりましたが、８月３日の豪雨災害により、

会場校が避難所となったため中止を余儀なくされました。この事業は、生活の中に溢れる身

近な現象や素材を使った実験やものづくりが体験できる、子ども達だけでなく保護者の皆様

にも人気の本市独自で開催している「科学の祭典」です。コロナの影響で一昨年度と昨年度

は実施できなかったこともあり、今回の開催をとても楽しみにしていた子ども達がたくさん

いたと聞いています。 

 「サイエンスカーニバル」では“ブース”という出店のような形式で、実験やものづくりを

体験し楽しむことができます。小・中学校の先生が開くブースもありますし、地域の高校、

大学、企業、科学振興団体などがそれぞれの特徴を生かして運営していただいているブース

もあります。定番の「スライム」「キャンドル」など子ども達が大好きなブースの他にも、毎

回、新しい実験やものづくりのブースを立ち上げ、リピーターの子ども達にも楽しんでもら

えるように企画しています。 

 「サイエンスカーニバル」を行うと、来場者だけでなくブース運営に携わった先生方・地

域の方からも一様に「科学の不思議を体験できて楽しかった」「あらためて生活の中にある科

学に気付くことができた」という感想をいただきます。すでに日常生活に溶け込んでいる科

学の原理、視点を変えないと見えない小さな世界を体験することは、誰もがもっている探求

心を刺激してくれます。そして、「なぜ？どうして？」が「なるほど！！」に変わる気持ちよ

さも感じることができます。 

 『科学』は特別なものでなく、身近にあるものや生活と密接に結びついているものです。

「来年度こそ」は、多くの子ども達や保護者の皆様に参加していただき、生活の中に溢れる

科学の仕組みや原理に触れ、科学の魅力を感じてもらえることを願っています。 
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理科教育センターめぐり 

川西町理科教育センター（川西町立小松小学校内） 

 

１ はじめに 

   川西町には、小学校６校、中学校１校合わせて７校の小中学校がある。川西町理科教育セ

ンターは、川西町における小・中学校理科教育に必要な研修活動の場として、教員の現職教

育並びに理科教育のための施設・設備の充実活用についての指導にあたっている。さらに児

童生徒の科学心の高揚に努め、川西町理科教育の振興充実を図っている。 

 

２ 主な事業について 

（１）小学校・中学校科学教室 

   科学に対する興味・関心を高めることを目的として、町内の児童・生徒を対象とした科学

教室を行っている。 

  ①小学校科学教室     

    期日：令和４年８月４日（木）  ※８月３日の豪雨のため、中止 

講師：国立鶴岡工業専門学校 教育研究技術支援センター 

内容：実験・製作「自分だけのストームグラスをつくろう」 

 

  ②中学校科学教室 

    期日：令和４年１１月１２日（土） 

    講師：米沢工業高等学校 會田浩昭先生 

内容：実験「あなたは爆発を目の当たりにする」 

「紫色の野菜をしぼって未知の溶液を調べよう」 

 

（２）理科研究展示会（巡回展） 

   児童生徒が夏季休業中に取り組んだ理科研究を各校より出展し、各校を巡回して展示会を

行っている。また、「理科研究誌」に代わり、昨年度より出展作品をデータ化して「理科研究

作品集」として各校に配付し、理科研究の指導に役立てている。 

 

（３）理科授業の参観 

   小中連携を目的とし、中学校教員による小学校の理科授業の参観を行っている。 

 

３ 終わりに 

   今年度は、３年ぶりに町内の小学生を参集しての科学教室を予定していたが、前日の豪雨

で会場校が避難場所となったため、やむなく中止となった。コロナ感染症予防のため人数制

限を行ったため、参加希望がかなわない児童も多かった。今後も科学教室を企画し、学校の

授業ではできないようなダイナミックな科学の体験ができる場を設定していきたい。 
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理科教育センターめぐり 
 
１ はじめに 

寒河江市には、小学校９校、中学校３校合わせて１２の小中学校がある。寒河江市理科教育セン

ターは、寒河江市における小・中学校理科教育に関する専門的、技術的事項の研究および現職教育

等を行い、科学技術教育向上に資する為に寒河江小学校内に設置された。市内小中学校現場職員

の資質向上による理科教育の振興充実をめざして、研修会を中心に事業を実施している。 
 
２ 主な事業について 

 （１）学年別研修会 

   ①小学校３学年研修会（５月２６日 寒河江市立寒河江小学校にて 参加者９名） 

講師 山形県教育センター指導主事 鈴木夏彦氏 

内容 小学校動植物教材の指導について 講話と演習 
 

 ②小学校４学年研修会（７月２７日 寒河江市立南部小学校にて  参加者１１名） 

  内容 理科と他教科との関連・「もののあたたまりかた」の教材研究 
 
③小学校６学年研修会（７月２７日 寒河江市立三泉小学校にて  参加者７名） 

  内容 「生き物のくらしと環境」・「電気と私たちのくらし」の教材研究 
 
④小学校５学年研修会（９月８日 寒河江市立寒河江小学校にて  参加者１１名） 

  内容 「電流がうみ出す力」の教材研究 
 

   ⑤中学校（１～３学年）研修会（８月１日 寒河江市立陵東中学校にて 参加者４名） 

内容 ＩＣＴ機器の活用事例報告 
 
    ※小学校３学年以外の講師は理科センター所員の市内教諭２～３名が分担して担当し、 

参加者は市内１２小・中学校の当該学年担当教諭を主としている。 
 
 （２）所員・一般研修会 

     期日・場所  ７月２９日（金） 寒河江市立寒河江小学校 （参加者１２名）  

講師      （株）内田洋行  古澤 真一 氏  

内容とねらい 「小・中学校理科新教材・教具の 

紹介及び使い方の工夫について」                      

１人１台端末利用の時代、理科授業における

タブレット活用の可能性を知り、新しい教材教

具の紹介や実演を通して理科教育の幅を広げる

ことをめざす。 
 

３ おわりに 

小学校高学年以降の理科教育が専科教員による授業を実施している学校がほとんどの本市の

現状から、小学校中学年での理科教育の充実が課題となっている。教員の理科離れが深刻にな

っている昨今、入門期の理科学習をスムーズに進めるためにも教員自身が楽しく興味を持って

理科授業を実践できるような研修会を今後とも工夫し、理科教育の充実を図っていきたい。 

寒河江市理科教育センター（寒河江小学校内） 

寒河江市丸内１丁目３番８号  
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地域自然を生かした理科教育 
最上広域市町村圏事務組合教育研究センター 柿崎 大作 

１ はじめに 

当センターでは，管内の小・中学校教員が授業づくりについて学

ぶ「理科講座」に加えて，「理科授業支援」として「教材相談」や

「観察・実験の支援」を行っている。今回は，管内の小学校６年生

を対象に実施した「大地のつくりと変化」の単元の授業支援を紹介

する。 

理科の授業で地層について学習をした児童らは「身近な地層はど

のようなものがあるのだろう？」という疑問を持った。そのため，

理科担当教員から「身近な地層の観察に協力してほしい」という要

請があり，地層観察を計画・実施した。 

２ 観察した地層（場所）の概要と具体的な支援内容 

（ア）最上郡大蔵村熊高～塩地区の地層 

ここは２つの露頭の間を，最上川水系の支流である銅山川と国道４５８号が通っており，露頭の間に

立つことで地層のつながりを実感できる場所である。児童が持参したタブレット端末で露頭の撮影を

行った。特に，パノラマ撮影の機能で１枚の写真にすると，地層のつながりがより意識しやすかった。

さらに岩石ハンマーのへら状の部分を使って層をつくっている粒を採取し，解剖顕微鏡等を用いて凝

灰岩層からの採取物と比較することを発展的な課題として与えた。 

（イ）新庄市八向山（八向楯跡）の地層 

ここは江戸時代に松尾芭蕉が船に乗って最上川を下った「芭蕉乗船の地」として知られている。また，

中世には山城が築かれていた場所でもあり，新庄市の指定史跡になっている。児童にとっては学区内に

あり，大変なじみ深い場所である。最上川の外側に位置し，浸食作用も確認できる場所である。日本海

側の土地の隆起によって地層が傾いており，ともすれば地層の堆積について誤った概念が生じやすい

場所であるが，上記の（ア）で平らに堆積した地層を観察していたため，「地層が堆積した後に大地が

隆起して傾いた」という大地の変化を想像することができた。 

３ おわりに 

一人一台端末の普及と教育のデジタル化によって現地を訪れずに比較的容易に地層を観察することが

可能になった。しかし，今回のように「大地のつくりと変化」という地球規模のマクロなスケールを実際

に観察することは，児童たちにとって学習内容と実体験をつなぎ，自然科学への関心をさらに高める貴重

な体験である。効果を高める手立てとして観察・実験とデジタルを

上手に組み合わせていきたい。また，児童たちが身近に感じている

場所の地層を調査したことで，大きな驚きや納得を得ることができ

た。当センターが最上広域の施設であるという利点をいかして，今

後も地域自然を生かした教材やそれらの情報を収集，集約し，管内

の先生方に発信したり，現地調査に同行したりして各学校のニーズ

に合った授業支援を続けていきたいと考えている。 
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【授業実践】  自ら学び合う子どもを育む理科の授業づくり   
～酒田市立松原小学校学校の研究の実践から～ 

 酒田市立松原小学校 教諭 工藤 貴彦 
 
Ⅰ．はじめに 

酒田市立松原小学校は「子どもが達成感を味わい、学びの楽しさを実感する単元デザイン」をテーマと
して学校研究を実践してきた。教科は学年間で相談し、自分で「単元をデザインする」という実践を３年
間かけて積み上げてきた。その中で理科の授業において、子ども同士の活発な「学び合い」から、「授業
が楽しい」「もっとやってみたい」という意欲を引き出す実践を紹介する。 
Ⅱ.実践の内容 
 １．単元名 ３年生理科「音を出して調べよう」 
 ２．授業の概略 

「なぜ、音は伝わるのか」という課題を多様な材料や条件を変更しながら、問いを見出す授業。子ども
同士の協働学習により、多様な実験方法のアイディアが生まれ、課題を解決していく。全員が楽しく授
業に参加し、課題解決までに至る過程により子どもの達成感が味わえる授業である。 
３．成果 
(1)子どもたちが実験方法を考える 
 〇既習事項を生かして考える 
  「いつものように自分で方法を考えよう。」子どもたちに素地が習   

慣づいている。 
 〇学び合いで多様なアイディアを発表し合い、子どもたちが活発な意 

見交換をしている。 
  ⇒子どもの思いに応える教材準備 
(2)子どもが試行錯誤する場面がある 
 〇「どんどん失敗していいよ！」「実験は失敗するもの！」 
  ⇒子どもの安心感と学習への意欲。話し合い、試してみて、再び学び合い。すぐに実験方法や用具

を変更し、また試してみる。繰り返すことにより、子どもの思考過程がスパイラルアップ。 
(3)指導者のコーディネート力 

〇今日の課題「なぜ、音は伝わるのだろう」に必ず戻る声がけ 
  ⇒最初は「音が聞こえるかどうか」「音の大きさや違い」にばかり着目していたが、「糸を見て、変

化がわかりにくい時はどうする？」「～ということは、なぜ音は伝わるのかな？」など、指導者
は途中で子どもを課題に立ち返らせ、本時のねらいをもう一度確認させている。 

Ⅲ.おわりに 
工藤教諭の実践は授業構成が、常に単元のゴールを見据え、めざす子

どもたちの姿をイメージしながら作り上げられている。子どもが安心し
て意欲的に学習に取り組めるとともに、深い教材研究と多様な教材準備
の賜物である。改めて子どもたちが「理科って楽しい！」という気持ち
を育むことのできる実践であり、多くの学校に紹介していきたい。 

-5-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎身のまわりで静電気が関係している

ものには何があるかを挙げる。  

・ガソリンスタンドの静電気除

去シート。 

・下敷きで髪を擦ると、髪の毛

が逆立つ。 

・金属を触ると静電気を感じ

る。 

○静電気の性質、静電気発生の条

件について、子どもがもつイメ

ージを確認する。 

  「金属に起こりやすい」とイ

メージを持っている様子が多く

見られ、この段階では「電流が

流れる」ことと「静電気をも

つ」ことが別であると考えてい

る様子は見られなかった。 

○静電気を発生させ、結果の共通

点、相違点をまとめる。 

 

 
◎結果を比較し、静電気の性質、

静電気発生の条件を考察する。

また、ほかのグループと交流を

し、考えを深める。 

  引力、斥力以外の性質につい

ては、別の方法で確かめること

とした。 

第 2 学年「静電気と電流」 

山形支部：山辺町立山辺中学校 杉沼 健 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然に自ら働きかけ，価値を創り変えた姿 

○ 学習に取り組む前に静電気について知っていることを確認し、自ら静電気を発生させ、様々な物体に

近づけたとき、それぞれの事象を比較し、共通点、相違点をまとめ、静電気の性質を見いだす姿。 

○ 静電気の性質を日常生活の中に生かそうとする姿。 

教師の手立て 

帯電させた塩ビのパイプをストロー、ティッシュ、ペットボトル等、様々な物体に近づけさせ、引力と

斥力に気づかせる。絶縁体が帯電することから、「電流が流れる」ことと「静電気をもつ」ことは別なこ

とを見いださせる。利用例などを調べさせることで、日常生活に生かそうとする姿勢を育む。 

単元 の 流れ 

 
※事前のイメージ、結果、考察から、様々な物体を用いて

実験をし、結果を比較することで、静電気の性質に引力

と斥力があるということ、絶縁体でも帯電するという知

的価値(内容知)を創り変えた。 

 
※実験開始直後、塩ビのパイプを素手で擦り、静電気を発

生させられない生徒が多く見られた。次第にティッシュ

や服を使って擦り、静電気を発生させられた生徒が出て

きて、静電気の発生方法の理解を深める様子があった。 

パチパチ鳴ってる 

うわっ、くっつく 

引き合ったり、反発し合ったり、磁石みたい 

知的 

価値 

静電気と生徒の日常生活が結びついていると感じる記述と

して以下のようなものがあった。 

・最近部活動で静電気がすごいです。 助けてください。 痛

いです。 

・車のドアに触ると痛い。パチって鳴る。 

・セーターを着たとき髪がバチバチっというこ 

と。（ついでにボサボサになってしまう） 

・教室の椅子のパイプ部分を触ったときの痛み。 

※全体で共有したことにより、生徒一人一人が静電気を自

分事として捉えようとしていた。 

知的 

価値 

知的 

価値 

自然に自ら働

きかけた姿 
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 本単元では、「自然に自ら働きかける」場面を多く設けることにより、静電気による事象の面白さや不思

議さを感じさせ、学習内容を自分事として捉えさせ、意欲的に学びに向かう生徒の姿を目指した。授業以外

の場面において、静電気の実験でほかのものはないかと訪ねてくる生徒がいたり、生活記録ノートに本単元

の授業が面白いと記述する生徒がいたりした。 

 Google のサービスを利用することにより、静電気が関係している例を挙げさせるときなど、生徒全員がほ

かの生徒の入力状況を確認することができるようにした。実験の考察や、静電気の利用と発生を防ぐ工夫を

調べたときには、班ごとに Jamboard のシート 1 枚にまとめさせ、他の班と比較することができるようにし、

班の中では到達できなかった考え方などに気づくきっかけをつくることができた。振り返りを classroom の

質問で行い、単元の中での仲間の価値を共有することにより、班の別の生徒にとっては、他者から認められ

たという自分の価値を作る機会にもなり、自分と仲間とのつながりを強く感じさせることができた。 

「子供の問題解決」が明確に見えるようにするために、日常生活との関連、事前のイメージ、結果、考察、振

り返りなどその場面で子供が考えたことをタブレット端末に残し、思考の流れをたどることができるようにし

た。他者との比較により、思考を深めることもできた。実験の時には、たくさんの条件を扱うことで興味関心を

引き出すだけでなく、比較するものが多くなり、実験で確かめたいことが明確になった。タブレット端末の活用

により、一人一人がどのように考えているのか見取ることもできた。子供同士が自然に自ら働きかける機会を多

く設けたり、思考を共有したりしながら、様々な価値を創り変えることができるよう研究を進めていきたい。 

・静電気の実験で２つのものを同時に擦する等、一人で

はできないことを仲間と協力して行った。自分ひとり

で考えつかなかった考察が出たことで新しい視点を学

べた。 

・理解できないことを教えてくれて実験を成功できた。 

・濡れたところにメラミンスポンジをおいてパイプを近

づけた際、仲間が「嬉しそうにはねてる」といってい

るのに納得した。 

※仲間により、考えが深められたことがわかる。一人では

できなかったことから仲間の価値を見いだしていた。 

  

・自分はこの実験を通して新しく知ったことや疑問に思

ったことなど様々な気づきがあったので良かった。 
・みんなで手を繋いで電気をうけたときに人間は電気を

通すんだと改めてかんがえました。静電気は静電気で

も、引き寄せ合うものと、反発するものがあることを

知りました。 

・実験を通して、静電気には＋・－の電気があることを

改めて知れた。また、実験では自分なりに道具を用意

し、何をするとスムーズに進むかなどを考えられた。 

※学習内容に対する価値を見いだしたり、仲間へ貢献でき

たと感じたりしたと振り返っていた。 

単元 の 流れ 

◎静電気発生装置で放電の様子を

観察する。 

 
  放電の様子を見てから装置に

触らせた。最初は慎重に近づい

ていたが、慣れてくると装置と

指先との間で放電する様子を楽

しそうに確認していた。自作の

ライデン瓶で百人おどしを行

い、感電を体験した。 

○静電気の性質をまとめる。 

  
◎静電気の利用と発生を防ぐ工夫

の例について調べる。 

  女子生徒が「最近、朝、髪を

とかすときに静電気がすごく

て、櫛を通すと髪の毛が広がっ

てまとまらない」と発言し、ほ

かの生徒も日常生活の静電気を

意識することができた。 

◎身のまわりで静電気が関係して

いるものについて、学習内容を

踏まえてまとめる。 

  単元を通して、自分の言葉で

静電気についてまとめ直し、学

習内容の確認を行った。全体で

共有することにより、個人では

不十分な内容をほかの生徒の入

力内容で補えるようにした。 

自然に自ら働

きかけた姿 

 

知的 

価値 

 
※多くの利用例に触れ、静電気の性質の有用性に気づい

た。また、単元の最初に確認した静電気による事象や女

子生徒の発言により、必要感を持って静電気の発生を防

ぐ方法を確認する様子が見られた。 

触って大丈夫なの 

知的 

価値 

自分の

価値 

仲間の

価値 
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令和４年度 授業づくりの基礎を学ぶ講座（理科） より 

山形県教育センター 阿部淳一 

 

 

山形県教育センターでは，例年，この場を借りて「各地区理科教育センターへの県教育センター講師派

遣実施状況」を報告している。しかし，今年度は派遣がなかったため，５月に教育センターで開催された

「授業づくりの基礎を学ぶ講座（理科）」において紹介した実験等の一部について報告する。 

 

◎実験内容 

浮沈子（ふちんし）の製作 

 【関わる分野】中学校３年：水中の物体に働く力  中学校１年：力の働き   

小学校４年：空気の圧縮 

 【準備する物】醤油入れ，針金，500mLペットボトル 

 【作成方法】①醤油入れの蓋を取り，針金をまく。→「浮沈子」 

        ②水をいっぱいに入れたペットボトルの中に，①の浮沈子を入れる（口を下にする）。 

【操作と原理】◆ペットボトルを押したとき 

        ①浮沈子内の空気が押されて体積が小さくなる。 

        ②浮沈子の体積が小さくなることで，浮沈子全体の浮力が小さくなる。 

        ③浮沈子に働く浮力よりも重力の方が大きくなって，浮沈子は沈む。 

       ◆ペットボトルをはなしたとき 

        ①浮沈子内の空気の体積も元に戻る。 

        ②浮沈子の体積も元に戻り（大きくなり），浮力も元に戻る（大きくなる）。 

        ③浮沈子に働く重力よりも浮力の方が大きくなって，浮沈子は浮いてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【 注 意 点 】１．針金が重すぎると，沈んだまま浮いてこない。針金が軽すぎると，押しこんでも沈

まない。適度な重さになるように，作りながら調整する。 

        ２．ペットボトルを横にしたり逆さにしたりすると，浮沈子の中の空気が出てしまって

沈んだままになる。 

        ３．教科書等には「魚の形」の醤油入れが紹介されているが，中の空気が見やすい容器

の方が，体積変化を確認できる。 

はなしたとき 

体積が大きい 

（→浮力が大きい） 

浮沈子 

押したとき 

体積が小さい 

（→浮力が小さい） 
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令和４年度 山形県理科教育センター協議会総会 次第 

日 時：令和４年５月１１日（水） 
１３時３０分～１５時００分 

場 所：所属校等（Zoomオンライン開催） 

 

１ 開会のあいさつ 

 

２ 会長あいさつ 
 
３ 来賓祝辞   ◎ 山形県教育センター所長 石山 宣浩 様 
 
【 自己紹介 】 
 
４ 座長選出  ◎最上地区より選出（４ブロックのローテーションによる） 

＊村山（R2）→置賜（R3）→最上（R4）→庄内（R5）→村山（R6）→置賜（R7）→最上(R8) 

 

５ 報告 

(1) 令和３年度事業報告ならびに決算報告 

(2) 会計監査報告 

６ 協議 

(1) 役員改選等について 

① 令和４年度役員改選（会長、副会長、監事の選出） 

② 幹事、地区幹事等の委嘱 

(2) 令和４年度事業計画並びに予算案 

(3) 次年度負担金について 

(4)『デジタル「理科だより」』原稿分担計画について（担当市町の決定も含む） 

(5) その他 

７ 連絡 

 

８ 閉会のあいさつ 

 

総会終了後 各地区理科教育センター情報交換 

 

 

 

 

 

-9-



上段：電話番号

下段：FAX番号

〒９９４－００２１

天童市大字山元犬倉津２５１５

〒９９０－０８３２

山形市城西町二丁目２番１５号

〒９９９－３１５４

上山市元城内５番５号

〒９９４－００１３

天童市老野森二丁目６番４号

〒９９１－００２３

寒河江市丸内一丁目３番８号

〒９９９－３５１３

西村山郡河北町谷地字所岡７３

〒９９５－００１８

村山市楯岡新高田１１番３号

〒９９９－３７８３

東根市本丸南一丁目１番１号

〒９９９－４２３２

尾花沢市梺町三丁目３番１号

〒９９９－４１１１

北村山郡大石田町大字大石田乙１０５番地１

〒９９９－５１０１

新庄市大字昭和６６０番地

〒９９２－００１２

米沢市金池三丁目１番１４号

〒９９９－２２２２

南陽市長岡９９４番地

〒９９２－０３５１

東置賜郡高畠町大字高畠３５４７番地

〒９９９－０１２１

東置賜郡川西町上小松１４８６

〒９９３－０００１

長井市ままの上５番２号

〒９９７－０３４６

鶴岡市上山添字文栄１００番地

〒９９８－８５４０

酒田市本町二丁目２番４５号

0 県教育センター 51
ＴＥＬ　０２３－６５４－２１５５
FAX　０２３－６５４－２１５９

令和４年度　山形県理科教育センター協議会　会員名簿　施設所在地等

整理
番号

地   区   名
設立
年度

所　　　　　　　　在　　　　　　　　地

2 上 山 市 42 上山小学校内
ＴＥＬ　０２３－６７２－１４００
FAX　０２３－６７２－３００２

1 山 形 市 35 山形市総合学習センター内
ＴＥＬ　０２３－６６６－８６７０
FAX　０２３－６４５－６１８４

4 寒 河 江 市 41 寒河江小学校内
ＴＥＬ　０２３７－８６－４２３５
FAX　０２３７－８６－１９３０

3 天 童 市 42 天童中部小学校内
ＴＥＬ　０２３－６５４－２３０１
FAX　０２３－６５４－２３０２

6 村 山 市 42 楯岡中学校内
ＴＥＬ　０２３７－５５－２４０３
FAX　０２３７－５５－２４０７

5 河 北 町 42 谷地中部小学校内
ＴＥＬ　０２３７－７１－１１０４
FAX　０２３７－７１－１１０５

8 尾 花 沢 市 41 尾花沢小学校内
ＴＥＬ　０２３７－２２－００４４
FAX　０２３７－２２－００４５

7 東 根 市 41 東根小学校内
ＴＥＬ　０２３７－４２－１２００
FAX　０２３７－４２－１２０１

10 最 上 広 域 48 最上広域教育研究センター内
ＴＥＬ　０２３３－３２－１８８８
FAX　０２３３－３２－１８８９

9 大 石 田 町 40 大石田小学校内
ＴＥＬ　０２３７－３５－２２２７
FAX　０２３７－３５－２２９７

12 南 陽 市 44 赤湯小学校内
ＴＥＬ　０２３８－４３－２０６９
FAX　０２３８－４３－４２９１

11 米 沢 市 39 置賜総合文化センター内
ＴＥＬ　０２３８－２１－６１１１

（内線６４０７）
FAX　０２３８－２１－６９２５

14 川 西 町 43 小松小学校内
ＴＥＬ　０２３８－４２－３１５１
FAX　０２３８－４２－３１５２

13 高 畠 町 41 高畠小学校内
ＴＥＬ　０２３８－５２－１０５０
FAX　０２３８－５２－１０５１

16 鶴 岡 市 40 櫛引庁舎内
ＴＥＬ　０２３５－５７－４８６４
FAX　０２３５－５７－４８８６

15 長 井 市 41 長井小学校内
ＴＥＬ　０２３８－８４－１７０１
FAX　０２３８－８４－１７０２

置　　　　　　賜 小国町　　飯豊町　　白鷹町

庄　　　　　　内 遊佐町　　三川町　　庄内町　

村　　　　　　山 山辺町　　中山町　　西川町　　大江町　　朝日町

最　　　　　　上 真室川町　　舟形町　　戸沢村　　大蔵村　　最上町　　金山町　　鮭川村　(最上広域教育研究ｾﾝﾀｰ経由）

17 酒 田 市 42 酒田市教育委員会内
ＴＥＬ　０２３４－２６－５７７５
FAX　０２３４－２３－２２５７
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令和３年度 山形県理科教育センター協議会事業報告 

 
１．山形県理科教育センター協議会総会 

令和３年５月１２日（水） １３：３０ ～１５：００ 

・場 所：山形市総合学習センター ３階 多目的研修室 

・参 加：  地区（  名） 

・内 容：事業報告、決算、役員改選、事業計画、予算、理科だより執筆割当て 
・終了後、地区理科教育センター要覧を元に、情報交換。 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、紙上開催とした。 

 

 

２．地区理科教育センター事務局員研修会 

令和３年６月２３日（水） １０：００～ １６：３０ 

・場 所：山形県教育センター 

・参 加： 

・内 容： 
 
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止とした。 

 
 

３．「デジタル理科だより」(N0.１１１)の編集 

・理科教育センター相互の連絡提携や情報提供等に資する。 

・県教育センターのＨＰのリンクリストのページにアップロードして配信した。 
 
４．地区理科教育センターへの講師派遣 

・地区理科教育センターから県教育センターへの希望により派遣 
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令和４年度役員（案） 
 
１，会   長 

・細 谷 直 樹 （山形市理科教育センター所長） 村山（山形） 
 
 
２，副 会 長 （会長所在地区以外の地区より各１名） 

・澁 江 学 美  （最上広域教育研究センター所長） 最上（最上） 
・植 木   修  （米沢市理科研修センター所長） 置賜（米沢） 
・成 澤 和 則  （鶴岡市理科教育センター所長） 庄内（鶴岡） 

 
 
３，監   事 （村山地区及びそれ以外の地区より１名） 

・森 谷 和 人  （天童市理科教育センター） 村山（天童） 
・石 黒 修 平  （米沢市理科研修センター） 置賜（米沢） 

 
 
４，幹   事 （会長所在の理科教育センター及び県教育センター） 

・白 田 健太郎 （山形市理科教育センター） 
・渋 谷 和 久 （山形市理科教育センター） 
・阿 部 淳 一 （山形県教育センター） 

 
 
５，地区幹事（各地区より各１名） 

・安 部 洋 太 （山形市立金井小学校）     村山（山形） 
・柿 崎 大 作 （最上広域教育研究センター） 最上（最上） 
・樋 口 竜 也 （長井市理科教育センター）  置賜（長井） 
・後 藤 重 勝 （鶴岡市理科教育センター）  庄内（鶴岡） 

 
 
＊ 地区幹事の方には理科だよりの執筆者等について、調整や紹介をお願いします。 
 
 
 

-12-



令和４年度山形県理科教育センター協議会事業計画（案） 
 
１ 山形県理科教育センター協議会総会 

・日 時 ： 令和４年５月１１日（水） １３：３０ ～１５：００ 
・場 所 ： 所属校等（Zoom によるオンライン開催） 
・内 容 ： 事業報告、決算報告、役員改選、事業計画、予算、その他 

 
 
 
２ 地区理科教育センター事務局員研修会 

・日 時 ： 令和４年６月２２日（水） １０：００～１６：３０ 
・場 所 ： 山形県教育センター 
・内 容 ： 教材開発及び教材づくりの研修 

  理科 ４領域（物理、化学、生物、地学）の中から研修 
・講 師 ： 県教育センター指導主事 

協議会座長担当地区の理科教育センター事務局員 
（今年度は最上） 

県理科センター協議会事務局員 
・参加者 ： 各地区理科教育センター事務局員 ３０名（予定） 

 
 
 
３ デジタル「理科だより」（N0.１１２）の発行 

・理科教育センター相互の連絡提携や情報提供等に資するために、理科だよりを

発行する。 
・各地区からデジタルデータで原稿を提出してもらい、「県教育センター」と「山

形市総合学習センター」のＨＰにアップロードする。 
 ※NO．１００からデジタル化 

 
 
 
４ 地区理科教育センターへの講師派遣（県教育センターから） 

・各地区理科教育センターへの講師派遣について。 
今年度分は調査済。なお、この講師派遣は教員向けの研修に限る。 

・教材費・旅費等については、各地区理科教育センターで負担する。 
・日程については山形県教育センター「令和４年度研修講座案内」を参照のこと。 
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号　数 巻　頭　言
理科教育センター

だより
地域自然を生かした

理科教育
素　材　研　究 授　業　実　践 県センター

講師派遣状況
総会・研修会報告

平成２２年
度

１００
号

置賜
(川西）

川西・鶴岡 最上(新庄）
新庄中　髙橋重和

庄内(酒田理セ） 村山(山形）
南沼原小　佐藤晴美

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２３年
度

１０１
号

最上
（最上）

最上・上山 庄内(酒田理セ） 村山（山形）
四小　阿部　勉

置賜（米沢）
六中　宮崎敏春

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２４年
度

１０２
号

庄内
（鶴岡）

長井・河北
村山（山形）

みはらしの丘小学校 置賜（高畠中） 最上（舟形）
舟形小　野口勝幸

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２５年
度

１０３
号

村山
（天童）

天童・酒田 置賜
南陽市立宮内中学校

最上
最上中　遠藤茉祐

庄内（鶴岡）
鶴岡市理科教育センター

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２６年
度

１０４
号

置賜
(米沢）

寒河江・東根 最上
戸沢村立戸沢小学校

庄内
酒田市理科教育センター

村山(上山）
上山小　神保克史

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２７年
度

１０５
号

最上
（最上広域）

朝日・米沢 庄内(鶴岡）
鶴岡市理科教育センター

村山（尾花沢）
尾花沢小　吉田義政

置賜（高畠）
糠野目小　須藤　明

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２８年
度

１０６
号

庄内
（酒田理セ）

大石田・南陽 村山（山形）
山形市理科教育センター

置賜（長井）
長井小　髙橋弘樹

最上（戸沢）
戸沢小　大橋秀幸

総会・研修会
報告

（事務局）

平成２９年
度

１０７
号

村山
（寒河江）

村山市
高畠町

置賜（川西）
川西町立大塚小学校

最上（新庄）
新庄中　平賀真人

庄内（酒田）
泉小　小松和彦

総会・研修会
報告

（事務局）

平成３０年
度

（２０１８）

１０８
号

置賜
（南陽）

 大江町
尾花沢市

最上
最上広域教育研究センター

庄内(鶴岡）
鶴岡二中　堀由美子
☆山十中　遠藤聖子

村山(山形）
山八小　小野拓

総会・研修会
報告

（事務局）

平成３１年
度

（２０１９）

１０９
号

庄内
（鶴岡）

１　山形市
17  酒田市

村山（寒河江）
寒河江小　田中博

置賜（米沢）
米沢三中　日比崇寛
☆山八中　鈴木玲子

最上（新庄）
日新中　川越一法

県センター
総会・研修会

報告
（事務局・山形）

令和２年度
（２０２０）

１１０
号

１ 山形市
２　上山市
16　鶴岡市

置賜（長井）
長井市理科教育センター

最上（新庄）
沼田小　小野孝之

庄内（鶴岡）
鶴岡三中　長谷川理恵

県センター
総会・研修会

報告
（事務局・山形）

令和３年度
（２０２１）

１１１
号

２ 上山市
３　天童市
15　長井市

庄内（酒田）
酒田市理科教育センター

村山（山形）
大郷小　朝倉　諒

置賜（長井）
長井小　樋口竜也

県センター
総会・研修会

報告
（事務局・山形）

令和４年度
（２０２２）

１１２
号

３ 天童市
４　寒河江市
14　川西町 最上(　　　　　　） 庄内(　酒　田　） 村山(　　　　　　） 県センター

総会・研修会
報告

（事務局）

令和５年度
（２０２３）

１１３
号

４ 寒河江
５　河北町
13　高畠町 村山（　　　　　　） 置賜（　　　　　　） 最上（　　　　　　） 県センター

総会・研修会
報告

（事務局）

令和６年度
（２０２４）

１１４
号

５ 河北町
６　村山市
12　南陽市 置賜（　　　　　　） 最上（　　　　　　） 庄内（　酒　田　） 県センター

総会・研修会
報告

（事務局）

令和７年度
（２０２５）

１１５
号

６ 村山市
７　東根市
11　米沢市 庄内（　鶴　岡　） 村山（　　　　　　） 置賜（　　　　　　） 県センター

総会・研修会
報告

（事務局）

令和８年度
（２０２６）

１１６
号

７ 東根市
８　尾花沢市
10　最上広域 最上(　　　　　　） 庄内(　鶴　岡　） 村山(　　　　　　） 県センター

総会・研修会
報告

（事務局）

令和９年度
（２０２７）

１１７
号

８ 尾花沢 ９ 大石田町 村山（　　　　　　） 置賜（　　　　　　） 最上（　　　　　　） 県センター
総会・研修会

報告
（事務局）

令和10年度
（２０２８）

１１８
号

９　大石田
１　山形市
17  酒田市 置賜（　　　　　　） 最上（　　　　　　） 庄内（　　　　　　） 県センター

総会・研修会
報告

（事務局）

山形県理科教育センター協議会　　　「　理　科　だ　よ　り　」　　　原稿分担計画（案）

☆…分担ローテーション以外の寄稿
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山形県理科教育センター協議会事務局員研修会について 

 
１．期   日    令和４年６月２２日（水） 

 
２．場   所    山形県教育センター（℡ ０２３－６５４－２１５５） 

 
３．日   程    受   付    １０：００～１０：１０ 

開会行事    １０：１５～１０：２５ 
研 修 ①    １０：３０～１２：００ 

昼  食    １２：００～１３：００ 

研 修 ②    １３：００～１４：３０ 

研 修 ③    １４：３０～１６：００ 

閉会行事    １６：００～１６：３０ 
※受付及び終了の時間は変更ありませんが、研修の時間は内容

により変更があります。 
 
４．講  師    山形県教育センター指導主事他 

 

５．研修内容    小・中学校理科の内容 

 

６．昼  食    山形県教育センター食堂を利用できます。（一食 340 円） 

※事前の申込が必要です。 

 

７．申  込 

（１）期  限  ５月２０日（金）必着 

（２）宛  先  山形市理科教育センター白田宛（shirata@ymgt.ed.jp） 

にメール、または FAX（０２３－６４５－６１８４）で報告

お願いします。 
 
８．そ の 他 

（１）実験材料費は本年度の事業費予算から支出の予定です。研修会参加者が地

区２名以上の場合、３人目から１名につき実験材料費として(約 2,000 円) 

実費負担願うことがございます。 

（２）事務局員研修は講座を３つ設定する。内容は教材紹介や活動報告等。 
１本目は、県教育センターが担当する。 
２本目は、協議会座長担当地区の理科教育センターがローテーションで

行う。（令和４年度は最上地区） 
３本目は、県理科教育センター事務局が担当する。 

（３）申込書は４月に郵送した資料に入っています。 

-15-



山形県理科教育センター協議会のあゆみ 

 

１，昭和４０年 ５月１１日    地区理科教育センター連絡協議会初会合 

県下１５市町村地区理セ、情報交換 

県理科教育センターにて 

２，昭和４２年 ６月 ２日    地区理科教育センター連絡協議会 

県理科教育センターにて 

３，昭和４３年 ５月 ４日                〃 

４，昭和４４年 ５月 ７日                〃 

５，昭和４５年 ５月 ６日                〃 

６，昭和４６年 ５月１６日                〃 

７，昭和４７年 ５月 ９日                〃 

８，昭和４８年 ５月 ９日                〃 

９，昭和４９年 ７月１９日    山形県理科教育センター協議会と改称 

最上地区教育センターで第１回総会を開催する 

◎ 昭和５０年 ４月 １日    県教育センター開設（天童市犬蔵津に） 

１０，昭和５０年 ６月 ６日～  山形県理科教育センター協議会総会 

７日    遊佐町吹浦国民宿舎「とりみ荘」 

１１，昭和５１年 ６月 ４日～  山形県理科教育センター協議会総会 

５日    置賜総合文化センター 

１２，昭和５２年 ６月 ３日～  山形県理科教育センター協議会総会 

４日    寒河江文化センター 

１３、昭和５３年 ６月 ２日～  山形県理科教育センター協議会総会 

３日    北村山視聴覚教育センター 

１４，昭和５４年 ５月３１日～  山形県理科教育センター協議会総会 
６月 １日    鶴岡市青年センター 

１５，昭和５５年 ５月２９日～  山形県理科教育センター協議会総会  
３０日    南陽市赤湯保養所「むつみ荘」 

１６，昭和５６年 ５月２９日～  山形県理科教育センター協議会総会  
３０日    天童市「出羽路会館」 

１７，昭和５７年 ５月２９日～  山形県理科教育センター協議会総会  
３０日    最上郡鮭川村羽根沢「紅葉館」 

１８，昭和５８年 ５月２７日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２８日    酒田市総合文化センター 

遊佐町吹浦国民宿舎「とりみ荘」 

１９，昭和５９年 ６月 ７日～  山形県理科教育センター協議会総会  
８日    置賜飯豊「梅花皮荘」 

２０，昭和６０年 ６月 ４日～  山形県理科教育センター協議会総会  
５日    山形市蔵王温泉保養所「こまくさ荘」 

２１，昭和６１年 ５月２２日～  山形県理科教育センター協議会総会 

２３日    東根温泉「花の湯」 

２２，昭和６２年 ５月２２日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２３日    鶴岡市湯野浜「うしお荘」 
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２３，昭和６３年 ５月２７日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２８日    米沢市「置賜総合文化センター」 

２４，平成 元年 ５月２６日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２７日    上山市理セ「ニュー蔵王山荘」 

２５，平成 ２年 ５月２５日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２６日    最上広域教セ、鮭川村羽根沢「加登屋」 

２６，平成 ３年 ５月２４日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２５日    八幡町理セ松山町「外山ロッヂ」 

２７，平成 ４年 ５月２２日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２３日    高畠町理セ、飯豊町「白川荘」 

２８，平成 ５年 ５月２８日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２９日    寒河江市理セ、大井沢「朝日山荘」 

２９，平成 ６年 ５月２７日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２８日    東根理セ、村山市「クアハウス碁点」 

３０，平成 ７年 ５月１９日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２０日    鶴岡市理セ由良国民宿舎「由良荘」 

３１，平成 ８年 ５月１７日～  山形県理科教育センター協議会総会  
１８日    長井市理セ、飯豊町、「梅花皮荘」 

３２，平成 ９年 ５月３０日～  山形県理科教育センター協議会総会  
３１日   天童市理セ、天童「出羽路会館」 

３３，平成１０年 ５月２９日～  山形県理科教育センター協議会総会  
３０日    最上広域教セ、最上町「保養センターもがみ」 

３４，平成１１年 ５月２９日～  山形県理科教育センター協議会総会  
３０日    八幡町、酒田市理セ、「鳥海高原家族旅行村ふれあい館鳥海」 

３５，平成１２年 ５月２５日～  山形県理科教育センター協議会総会  
２６日    山形県教育センター 

（現地研修会を廃止、総会のみとなる） 

３６，平成１３年 ５月２４日～  山形県理科教育センター協議会総会  
山形県教育センター 

３７，平成１４年 ５月２３日～  山形県理科教育センター協議会総会  
山形県教育センター 

３８，平成１５年 ５月２２日～  山形県理科教育センター協議会総会  
山形県教育センター 

３９，平成１６年 ５月２０日～  山形県理科教育センター協議会総会  
山形県教育センター 

４０，平成１７年 ５月１９日～  山形県理科教育センター協議会総会 

山形県教育センター 

４１，平成１８年 ５月１８日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月 ９日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４２，平成１９年 ５月１７日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月 ８日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４３，平成２０年 ５月２０日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１３日  事務局員研修会（山形県教育センター） 
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４４，平成２１年 ５月２０日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１５日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４５，平成２２年 ５月１８日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１８日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４６，平成２３年 ５月１８日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１５日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４７，平成２４年 ５月１６日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月２０日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４８，平成２５年 ５月１５日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１９日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

４９，平成２６年 ５月１４日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１８日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

５０，平成２７年 ５月１３日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１７日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

５１，平成２８年 ５月１１日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１５日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

５２，平成２９年 ５月１０日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１４日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

５３，平成３０年 ５月 ９日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月２０日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

５４，令和 元年 ５月 ８日  山形県理科教育センター協議会総会（山形市理科教育センター） 

６月１９日  事務局員研修会（山形県教育センター） 

５５，令和 ２年 ５月 ８日  山形県理科教育センター協議会総会（紙上開催） 
６月１９日  事務局員研修会（中止） 

５６，令和 ３年 ５月１２日  山形県理科教育センター協議会総会（紙上開催） 
６月２３日  事務局員研修会（中止） 

 
 

山 形 県 理 科 教 育 セ ン タ ー 設 置 の 経 過 

１，昭和２４年 ４月 １日 県教育研修所開設 

２，昭和２６年 ５月２１日  県教育研究所と改称 

３，昭和３８年 ４月 １日 県理科教育センター開設 

４，昭和３８年 ９月 １日 山形県研修センター新築落成 

５，昭和５０年 ４月 １日 山形県教育センター開設（天童市犬倉津） 
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令和４年度山形県理科教育センター協議会総会議事録 
 

１ 開催日時 令和４年５月１１日（水）１３：３０～１５：１５ 
２ 開催場所 所属校等（Zoom によるオンライン開催） 

３ 参加者  15 地区 20 名   欠席（2 地区）：河北町、高畠町 

４ 報告  座長（最上地区：最上広域） 

(1) 令和３年度事業報告ならびに決算報告 

(2) 会計監査報告                → 承認 

 

５ 協議 

(1) 役員改選等について 

① 令和４年度役員改選（会長、副会長、監事の選出） → 原案通り承認 

② 幹事、地区幹事等の委嘱  → 会長より委嘱 

(2) 令和４年度事業計画並びに予算案  → 原案通り承認 

(3) 次年度負担金について  → 原案通り承認 

(4)『デジタル「理科だより」』原稿分担計画について（担当市町の決定も含む） 

  → 分担は原案通り承認。原稿担当地区は以下の通り 

     ・巻頭言【天童市】 

     ・理科教育センターだより【寒河江市、川西町】 

     ・地域自然を生かした理科教育【庄内地区：酒田市】 

     ・素材研究【村山地区】 

     ・授業実践【置賜地区】 

   (5) その他 → 特になし 

 

６ 連絡 

(1) 地区理科教育センターへの講師派遣希望への回答 

     ⇒総会時点では、集計中だったが、今年度は希望なしであった。 

(2) 研修会の開催とデジタル理科だより原稿依頼について 

  ⇒分担の決まった地区幹事に７月上旬に原稿依頼を送付する。 

   締切は１、２月と先だが、夏休みなどを利用して書いてもらえるように、  

早めに出すので、原稿執筆者に依頼してほしい。 

～総会後の情報交換より～ 

【理科担当教員について】 

・若手教員がどの地区においても増えてきている。一方で、理科を担当しないままに経 

験年数を経ている教員が増えてきている現状がある。研修会などで、サポートする体 

制を確実に作っていきたい。 

 

【研修会の参加や内容等について】 

・評価について、また単元計画の立て方について興味関心が高いと講座を通じて感じる。 
・オンンラインでの研修の体制が整いつつある地区が増えてきている。児童生徒のニー

ズ、教員のニーズをつかみ、研修を進めていきたい。とある地区では、Zoom を使っ

て、ケニスを通してプログラミング学習についての研修を行った。 
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・研修の時期が決まっているため、どうしても内容が例年同じようなものになってしま

いがちである。１学期に学習する内容の研修が組みづらい。そこで、県センターの出

張サポートを活用し、６月頃に実施していた。まずは先生が楽しめるように研修を仕

組んでいきたい。 
・県理科教育センター協議会事務局員研修会での内容を、夏休みに伝達講習として地区の 
 先生方に伝えているところが複数あった。過去２年間は事務局員研修会が中止であった 
 ため、内容の検討に苦労した。 
・８月小理教材研修（教員向け）一人一台端末の効果的な使い道を 
・授業力向上として、中学校の先生を講師に招き、実習を行っている。 
・課題の設定の仕方であったり、課題とまとめの整合性を図ったりした授業づくりの講 

座を行っている。 
 

【科学教室等について】 

・予定の半分程度の実施となった。 
・ＱＲコードを読み込んでいただき、申込を行っている。 
 

【その他の課題】 

・理科作品展について、例年使用している会場がワクチン接種の会場となったため、別 
会場での実施となった。学校で行った地区では、その学校以外の児童が参加しづらい

状況だったとの報告があった。 
・作品展について、タブレット端末を活用し、ロイロノートなどで作品を提出する方法 
 を検討している。YouTube のようにして、１人１分などと時間を制限し、動画にて発

表することで発表する体制を整えている。参加者全員に参加賞を送付する予定。 
・自由研究の発表会は中止とした。各学校で優秀作品を選び、冊子にのせる。 
・備品の共有について、拠点校があるが、他の学校では、借りに行く労力を割くことが 

難しい。 
・小中学校ともに、地区によっては統廃合が計画されており、運営委員が少なくなって 

いる。これまで通りの活動も、人数の減少によって難しくなってきている。 
・研究誌をデータ化する方向で検討している。予算の削減などの現状もあるため、やむ 

を得ないが、データ化したことで、読まなくなってしまうのではないかという懸念が 
ある。 

 
文責：事務局員 白田 
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令和４年度 

県理科教育センター協議会 ～事務局員研修会報告～ 

１ 日 時 ６月２２日（水）１０：００～１６：３０ 
２ 場 所 山形県教育センター 
３ 研修１ １０：３０ ～ １２：００ 

内容「真空状態での実験、偏光板を使ってみよう、理科ねっとわーくの紹介」 
講師：山形県教育センター 指導主事 阿部 淳一 氏 

４ 研修２ １３：００ ～ １４：３０ 
内容「超低温の世界（液体窒素を使った実験）」 
講師：山形市理科教育センター 指導主事 白田健太郎 氏 

５ 研修３ １４：４５ ～ １６：１５ 
内容「マグネシウムの燃焼と還元反応について」 
講師：最上市町村圏事務組合教育研究センター 指導主事 柿崎 大作 氏 

 

山形県理科教育センター協議会事務局員研修会アンケート集計結果（一部抜粋） 

【内容について】 

 
 

・液体窒素を使った実験などは、子ども達も大変興味をもつ内容だと思います。現場の教員が

講師となるため、今回の研修で学んだ内容などを提案できればと思います。実際に目にして

体験することで、感動を与え、科学への動機づけができるのだと改めて感じました。現在の

コロナ禍の中でＺＯＯＭでの講座も検討していましたが、本物の手ざわりや感触が大事だ

と感じ、勉強になりました。 
・実際に様々な道具を使いながら実験したり、見たりすることができてよかった。子どもたち

も体験を通して学びを深めていくということを改めて実感した。物理も化学もわくわくす

るような楽しい実験だった。危険を伴う部分もあるため、その点は十分に配慮しながら、子

どもたちにも多くの体験をさせてあげたいと感じた。 
・研修１、２、３、いずれも体験、実践的な内容でよかった。また、教えていただけることに

加え、私自身も探究できる研修の構成になっていて、とてもありがたかった。地区に戻り、

伝達し、地区の理科授業実践が充実したものになるよう、力を入れていきたいと感じた。 
・光と音は、中学校でも苦手とする生徒が多いので、今回紹介いただいたものを参考にしたい

です。 
・実際に体験する中で研修させていただいて、実感を伴った理解をすることができました。今

回、体験して感じた楽しさやおもしろさを、いかにして子どもたちに還元していけるかを検

討したいと思います。 
・経験のある教材でも定期的に実践することで改めて思い出すことができ、知識をアップデ

ートすることができました。小中学校でどのように提示し、どのようなことを考えさせられ

るかまで提案があり、即実践できる内容が大変参考になりました。参集型で実物に触れての

研修は良かったと改めて感じます。 
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【運営について】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【今後に期待したい内容等】 

 
○講座の内容、運営については概ね好評をいただいた。 
○運営については、時期、活動時間ともに適切であるという声が多かった。 
・今後に期待したい内容については、小学校で実践的に活用できるものがいいという要望が多く

挙げられた。具体的な教具の使用や実験・観察を行ったことで、実践的に研修することができ

た。参加した先生方の理解が深まったことに加え、その後の伝達講習会の実施などにより、各

地区で多くの先生方に研修会の内容が役立つことで、県内の理科教育の推進が図られたと考え

られる。 

・より具体的に、小学校での指導場面についても教えていただけると即現場でも使えるよう

になると思うので、小学校での指導についての内容をもう少し取りあげていただけるとあ

りがたいと思った。 
・研修１～３いずれも中学校の単元に関わるものではあるが、どの場面で生かしていくか悩

む部分が残りました。単元構成としての指導法の例も教えていただけるとたいへん助かり

ます。 
・感染症の拡大状況などもありますが、理科の特性も踏まえると、対面で実験をしながらの研

修会が続いてほしいと思います。 
・当地区の研修会の参加者のアンケートにも意見として挙がるのですが、地学的な内容は、教

室や理科室に“実物”をもちこみにくいとのことで、地学や生物などの内容もあるとありが

たいと思います。 
・ＩＣＴを利用した授業提案 
・このような機会はぜひ続けていってほしいと思います。日々の指導に生かせる内容であれ

ば、どのような内容でも大丈夫ですが、新しい内容や扱いが変化したものについては積極

的に取り入れてほしいと思いました。 
・植物の分野、天体、地学の分野もぜひお願いします。 

・事前の準備から後片付けまで、本当にありがとうございました。お忙しい中での実験の準

備、事前の実験、本当に難儀されたのではないかと思います。また、お土産等もいただくこ

とができ、学校にもどってから伝達講習会で使われていただきながら、今回の研修を生か

していきたいと思います。 
・各教室を移動する形式であり、時間にも余裕があり、よかった。 
・とても丁寧で分かりやすく、集めてくださり、大変ありがたかったです。 
・もう少しむし暑いことを予想していたので、とても快適でした。特に運営には時間的なゆと

りがあったということもきっと関係していると思います。ごくろうさまでした。 
・研修の日程は非常に計画的で、時間配分や休憩のタイミングなど、どれもちょうどよかった

です。講師の先生方も皆親切で、研修を行っている中で、改めて理科という科目の楽しさに

気づくことができました。 
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